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会会員員ののひひろろばば

鮭
札 幌 市 医 師 会
北海道がんセンター 荻田 征美

鮭は自分の生まれた河へ戻って上流へと遡河
し、産卵をするという帰巣性は周知のことであ
る。産卵を終えると自らの役目を果たしたとして
一生を終えるのはまさにドラマであり、われわれ
の一生もかくあるかなと共感を呼ぶ。また古く食
料事情も悪かったであろう時代から食生活で恩恵
を受けている分、余すところなくあらゆる部分を
食材にすることがいつしか私たちも習慣づいてい
る。
ここ数年は休日になると真駒内公園を散歩して

いるが、その敷地内に「鮭の科学館」があって、
そこは散歩の際に立ち寄り茶を飲みながら一休み
をし、うっすらとかいた汗が干いていくのを待つ
には都合の良いところにある。館内にはヒメマ
ス、ヤマメ、ニジマス、イトウ等名前に馴染みの
あるものや珍しい種類のものなど、色々なさけ科
の稚魚や成魚が水槽の中を泳いでいる。春には孵
化したばかりの稚魚が公園内を流れている真駒内
川に放流される。館内ホールでは１５分ほどの時間
に纏められた鮭の一生を撮ったビデオが放映され
ている。それを散歩の度に茶を飲みながら飽きず
に見ている。これは小生の週末になると繰り返さ
れるエンドレスの習慣になりつつある。
日本は山国であり国の周囲が海で取り囲まれ、

降水量も豊富である。そのため海に注ぐ河川は多
い。北太平洋で成魚となった鮭が親潮に乗って日
本の河川を目指して来るのは極自然のことであ
る。古くからの記録を江戸時代後期に鈴木牧之に
よって編纂された「北越雪譜」によると、昔は新

潟あたりまで鮭が下って来ていたようだ。先頃の
中越地震でその地名が知られるようになった「古
志の長岡魚沼の川口あたり云々」とあるからその
当たりまで来たらしい。さらに「鮭は今五畿内に
は出す所を聞かず。東北の大河の海に通ずるには
鮭あり、松前蝦夷地最も多し。」ともあるので、
西日本までは下らず、当時から主な漁場はやはり
北海道であった。産卵の様子から色々な部位の保
存法や食べ方まで詳細に記載してある。産卵の観
察内容の一部分以外はほとんど現在とかわりはな
い。新潟の当たりまで下っていたのは鼻曲がりと
言う少し頭部から口にかけて大きくなったもので
ある。この部分の軟骨を「氷頭と言って膾にす
る」とあるのは現在と全く同じである。また卵巣
は「塩漬けにする」とある。卵巣というのはわれ
われのいう筋子にあたる。今盛んに鮨ネタとなっ
ている「イクラ」は醤油と日本酒に浸けた日本独
自の物である。保存の原法は塩漬けで、ロシアで
工夫されたものである。現に「イクラ」はロシア
語（魚卵）である。因みに鮭の凍らせた刺身をル
イベと言うがこれもロシア語のルイバ（魚）に由
来すると思われる。このことから日本にない加工
品が言葉と共に入って来たのであろう。ついでな
がらスーパーに並んでいる塩漬けの筋子を少しの
醤油とたっぷりの日本酒に１晩浸けて置くだけで
軍艦巻きの鮨ネタにもなるイクラに再生できるか
ら不思議である。
意外だったのは「鮭」という文字であった。引

用文には活字の都合で鮭という字を用いたが、こ
れについての解説があった。それによると、今で
は「魚」に「圭」と書くが、これは元々河豚のこ
とである。本来は「魚」に「生」と書いて�さけ�
と読むのが正しいと。たまたま字が似ているの
で、何らかの書に残す人が書き間違えたのであろ
うと鈴木牧之は述べている。さらに加えて、「魚」
に「生」では「せい」と読み、「肉月」に「星」と
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書く字と同じ音読みで如何にも生臭い。だからそ
の後は俗字の「鮭」がまかり通ったのであろう
と。「北越雪譜」では最後まで�さけ�という字に
は「魚」偏に「生」で通している。しかしこの字
もやはり「生臭い」と読むのであるが―――。
シーズンを通して科学館の鮭を見ながら茶を飲

んでいる。そして秋、近くの真駒内川に架かる橋
を渡る時に今年は鮭がいつ頃登って来た等との噂
を耳にすると、自分の年齢を考慮してのことだ

が、孫が「お爺ちゃんただいま」と言ってくるよ
うな錯覚に捕らわれる。孫のいない私がそう思う
のであるから、孫のいる人は定めし―――、と考
えてしまった。それにつけても親潮を鮭が下って
くる南限の新潟地方、昨冬は１９年来の豪雪であっ
た。地震で被災された方々がやがて野山に芽吹く
植物と共にこの難局から再び立ち上がって欲しい
と願うばかりである。
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「認知症」は認知されたか
――看護学生へのアンケート調査から考える

札 幌 市 医 師 会
勤医協札幌丘珠病院 塩川 哲男

厚生労働省が、「痴呆」に替わる用語を「認知
症」と決定し、行政用語としては昨年１２月２４日か
らこの用語が用いられるようになった。マスコミ
の反応も素早いもので、今や「痴呆」は「認知症
（痴呆）」というようにカッコのなかで旧称として
併記されるようになってきた。
厚労省の通達では「医学上の用語としては引き

続き『痴呆』が使用される予定であり、運用面で
齟齬をきたさないよう留意する」とただし書きが
ついていたが、学術論文などでも「認知症」が急
速に勢いを得てきているようである。
私は、某誌で「認知症」への言い替えをやや批

判的に取り上げた１）。医学生のころから数十年慣
れ親しんだ「痴呆」という言葉は、それが差別や
偏見を助長すると言われても、なかなかすぐには
捨てきれないものだ（内なる抵抗勢力というやつ
か）。インターネット上でも、「認知症」は断固反
対というようなブログが散見されたが２）、ほかの
人たちはどう思っているのだろう？
私は、所属する法人の看護学校の非常勤講師と

して、毎年、脳・神経疾患の講義を受け持ってい
るが、今年２月の講義のときは、今まで通り「痴
呆」として講義をし、「認知症」という呼び名も紹
介した。４月に試験を行ったが、このとき、問題
とは別に「『痴呆』から『認知症』に替わること

をどう思うか」として、自由に記載してもらっ
た。７７名（すべて女子の２年生）中６２名から何ら
かの回答を得た（回答率８０．５％）。
名称変更に賛成は３９名（６２．９％）で、その理由

としては「偏見や差別感がなくなる」が最多で１３
名、「イメージや聞こえが良い」が８名、「ひとつ
の疾患としてとらえられる」が７名などであっ
た。一方、反対は３名（４．８％）で「替える必要
はなかった」「医療の用語がどんどん替わるのは反
対」「（認知症は）何も認知できなくなったという
感じ」が反対理由だった。残る２０名（３２．３％）
は、賛否保留で、「名称変更より正しい理解を広げ
るほうが先」が５名、「イメージは変わらず、認知
症→痴呆と考えてしまう」が４名、「どちらもよく
ない」と「（どちらがいいのか、またはどうして
替えるのか）よくわからない」がそれぞれ３名な
どであった。
看護学生というのは、いくつかの特性を有して

いる。まず、全員２０歳前後で、若い感性や人権感
覚を持っている。そして、医学・医療を学び始め
てまだ１年、医療者というよりは、患者や家族に
より近い感覚を持っていると思われる。そんな彼
女たちの率直な感想が答案の余白に書かれてい
て、私自身、いろいろ考えさせられた。この結果
をみる限り、厚労省が意図した「侮蔑的意味合い
を軽減する」という目的はかなり達せられつつあ
るように感じられる。
実は私は、今でも「認知症」には抵抗がある。

日本語としてあまり正しくないのではということ
と、dementiaに対応していない（これは痴呆も同
様だが）からである。台湾で採用された「失智
症」のほうが良いと思っているが、もう賽は投げ
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られてしまった。
痴呆は「精神分裂症」や「精神薄弱」と同じよ

うに、だんだんと過去の言葉となっていくのであ
ろう。私もこのへんで、こだわりを捨てて「認知
症」も使っていこうかと思うこのごろである。

１）塩川哲男、「認知症」に思う。日本医事新報、
第４２１５号（２００５年２月５日）、pp．７８

２）http：／／edhs.ri.aoyama.ac.jp／～susan／archives／
２００４／１２／post‐３６．html
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私の運動会
函 館 市 医 師 会
市立函館恵山病院 水関 清

窓枠いっぱいにつるされたてるてるぼうずに託
した願いも空しく、台風４号のもたらした無情の
雨に泣いた日曜日も暮れて、雨があがった翌月曜
日、２００３年６月２日、１日遅れの小学校運動会が
開催された。６年生の息子と１年生の娘は朝を待
ちかねて起き出し、勇躍登校した。月曜日のた

め、私は出勤。通常通りの勤務と、その後当直勤
務が控えている。運動会の活躍を聞くのは、明日
の夕方、勤務明けを待たねばならない。
私には、存命であれば３年生になっていた息子

もいる。この季節になると、競技を待ちかねてい
たであろう姿を元同級生たちのそばにおいて、見
果てぬ運動会を想う。
会場で声をからして応援し、選手たちの活躍を

わがものとする興奮の中に身を置くことは、運動
会の当然の楽しみであるが、諸般の事情で出席を
果たせず、会場の盛況を想いうかべつつ、ひそか
に天上の息子の面影を追い求めるのも、私にとっ
ての運動会なのである。
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